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12 月３日、宮崎県川南町の肉用鶏農場で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の疑似

患畜が確認されました。 

 

 

 

  

 

 

 

農場での発生状況 10 道県 12 事例 計 124.8 万羽 

国内野鳥での発生状況 13 道県 54 事例（１2月2日時点） 
 

12 月に入り、これからトップシーズンに突入します。「自分のところに来ても全くお

かしくない」との意識で、緊張感をもって対応をお願いします。 

人や野生動物によるウイルスの侵入を防ぐことが特に重要です！    

＜再度の確認をお願いします＞ 
☑野生動物対策（野生動物が来ない・家きん舎内に入らない環境づくり） 

防鳥ネットの点検及び修繕、壁の穴や隙間対策 

餌こぼれの清掃、廃棄卵等の適切な処理、整理整頓 

＜昨シーズンの事例を踏まえた新たな対策＞ 
☑農場外の関係者を含めた飼養衛生管理の徹底 

例外なき靴・衣服の交換や、消毒の徹底 

☑鶏舎への塵埃の侵入防止 

鶏舎周辺の散水・消毒、入気口のフィルター、細霧装置の設置など 

鶏の健康観察（異状の有無の確認）を毎日数回行い、元気消失やうずくまりなど通常と

異なる症状を発見した場合や死亡羽数がいつもの２倍以上になった場合には、速やかに

家畜保健衛生所に通報をお願いします。 

中予家畜保健衛生所   電話  089-990-1333   

                            090-6282-6129 (休日・夜間) 

宮崎県川南町で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）発生！ 
（国内 12 例目） 

※ ⑥香川県、⑦岩手県は疫学関連農場あり 

＜発生概要＞ 

・所 在 地  宮崎県川南町 

・飼 養 羽 数  約 3.5 万羽（肉用鶏） 

・発 生 経 緯 

１2/2   死亡羽数が増加している旨の通報を受

け農場へ立入、簡易検査陽性 

１2/3   HPAI 疑似患畜と確認 


